
日
進
が
製
品
開
発
ヘ

風
力
発
電
制
御
と
電
力
貯
蔵
技
術

　
特
許
権
移
転
な
ど
の
ラ
イ
セ
ン
ス
手
続
き
事
業
を
手
掛
け
る
沖
縄
Ｔ
Ｌ
Ｏ
（
金
城
清
社
長
）
は

二
十
日
、
琉
球
大
学
が
所
有
す
る
二
つ
の
特
許
を
日
進
（
津
嘉
山
貞
雄
社
長
）
へ
技
術
移
転
す
る

こ
と
を
県
庁
で
発
表
し
た
。
大
学
と
民
間
企
業
が
製
品
を
共
同
間
発
し
た
事
例
は
こ
れ
ま
で
も
あ

っ
た
が
、
大
学
が
特
つ
特
許
技
術
を
民
間
企
業
に
移
転
す
る
の
は
県
内
で
初
め
て
。
今
後
の
産
学

官
連
携
の
さ
ら
な
る
推
進
や
産
業
開
発
へ
の
波
及
も
期
待
さ
れ
る
。

　
移
転
さ
れ
た
技
術
は
風
カ

発
電
用
風
車
の
回
転
翼
の
角

度
を
変
え
、
風
の
強
弱
を
調

整
す
る
こ
と
で
、
発
電
量
を

安
定
化
さ
せ
る
「
風
力
発
電

機
の
発
電
電
力
の
平
準
化
を

可
能
に
す
る
ピ
ッ
チ
角
制
御

装
置
」
と
、
発
電
さ
れ
た
電

力
を
従
来
よ
り
も
多
量
で
安

定
的
に
貯
蔵
で
き
る
「
電
流

型
イ
ン
バ
ー
タ
の
Ｐ
Ｗ
Ｍ
制

御
と
Ｐ
Ｗ
Ｍ
信
号
発
生
装
置

お
よ
び
こ
れ
ら
を
用
い
た
電

力
貯
蔵
装
置
」
の
二
つ
。

　
日
進
は
今
後
、
こ
れ
ら
の

技
術
を
応
用
し
、
蓄
電
器
を

太
陽
光
発
電
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路

灯
（
既
存
）
に
内
蔵
し
た

り
、
風
力
発
電
を
利
用
し
た

屋
外
設
置
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ

ン
の
開
発
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

　
津
嘉
山
社
長
は
高
い
位
置

に
あ
る
街
路
灯
に
蓄
電
器
を

内
蔵
す
る
こ
と
で
、
台
風
時

の
浸
水
に
よ
る
蓄
電
器
故
障

を
防
げ
る
と
意
義
を
強
調
。

　
「
沖
縄
の
環
境
に
適
応
し
た

製
品
を
沖
縄
で
開
発
す
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
蛍
光
灯
に
比
べ
消

費
電
力
も
少
な
い
の
で
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
に
も
な

る
」
と
意
気
込
ん
だ
。

街
路
灯
を
示
し
開
発
構
想
を
語
る

津
嘉
山
貞
雄
日
進
社
長
（
右
）
。

左
は
宮
里
大
八
沖
縄
Ｔ
Ｌ
Ｏ
取
締

役
事
業
部
長
＝
2
0
日
、
県
庁
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